
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２３年５月２３日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・放射線・化学物質影響科学 
キーワード：ヒト女性 被ばく 遺伝的影響 ラット 
 
１．研究計画の概要 
2.5Gy のガンマ線を照射したメス親ラットか
ら生まれた F1 ラットについて、DNA 2 次元電
気泳動法及びマイクロアレイ CGH法により突
然変異誘発頻度を測定する。照射群・対照群
各々375頭のF1ラットのDNAを用いて実験を
行い、1 頭あたり約 1,500 遺伝子座（各群
1,125,000 遺伝子座）について検索する。個々
の突然変異について分子遺伝学的解析を行
い、未成熟卵母細胞における突然変異スペク
トラムを明らかにする。未成熟卵母細胞にお
ける自然突然変異率と放射線誘発突然変異
率を明らかにし、ヒト女性被ばくのリスク評
価モデルとする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）平成 22 年度までに、2.5Gy 照射された
未成熟卵母細胞に由来する 750 頭の F1 及び
同数の対照群 F1 ラットの脾臓より DNA を抽
出し、2 次元電気泳動を行った。1 次元目の
NotI-EcoRV 断片の大きさが 1-5kb と 5-12kb
の 2 種類のゲル、合計 3,000 枚の電気泳動像
についてコンピュータ画像解析を行った。照
射群に 11 個、対照群に 13 個、合計 24 個の
突然変異を検出した。これら 24 例の突然変
異について、遺伝子クローニングを行い、分
子遺伝学的解析を行い、欠失、挿入、塩基対
置換などを明らかにした。 
 
（２）DNA 2 次元電気泳動で突然変異を有す
ることがすでに確認されたラットについて
合計 210 万部位の検索が可能な 2.1M-HD ア
レイを用いた比較ゲノムハイブリダイゼー
ション(CGH)法で解析を行い、その検出感度
と精度を検討した。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由)DNA2次元電気泳動法では当初計画の 2
倍の 1,500 頭について解析ができた。更にア
レイ CGH 解析も高密度かつ効率的な 3x1.4M 
アレイが利用できるようになり、照射群・対
照群、それぞれ 200 頭について突然変異の検
索が進められている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
このアレイ CGH法は突然変異検索に適してい
ると判明したので、平成 22 年度に照射群・
対照群 F1 それぞれ 200 頭について、1枚のス
ライドに同じ 140 万プローブが 3組貼られた
高密度のもの（3x1.4M アレイ: 1 枚のスライ
ドで 3 組の DNA について実験ができる）
3x1.4M アレイを用いたスクリーニングを開
始している。平成 23 年度はこの CGH 実験を
完了する。検出された個々の突然変異につい
ては分子遺伝学的解析を行い、突然変異の種
類を特定する。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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